
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 8 80.0% 18

ⅱ 15.9 112.0% 14.3

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

目標達成度（％）

施策評価調書（５年度実績）
施策コード Ⅲ－２－（３）

政策体系

　施策名　文化財・伝統文化の保存・活用・継承 所管部局名 教育庁 長期総合計画頁 141

　政策名　芸術文化による創造県おおいたの推進 関係部局名 教育庁

取組№ ① ② ③

取組項目 文化財・伝統文化の保存 文化財・伝統文化の活用

目標値

文化財の保存・活用に関する市町村の地域計画の策
定数（件）

①② H30 0 10

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ５年度

文化財・伝統文化の継承

平均評価

達成
不十分

　地域計画研修会の開催や個別相談を通して、市町村に計画策定を働きかけ、前年度より２市増えたものの、市町村の予算・人員確保の課題もあり、
目標値を達成できなかった。

概ね
達成

達成
　歴史博物館では温泉にスポットをあてた「自然と人の物語」、先哲史料館では国重要文化財の「大友文書の世界」の展示、更に埋蔵文化財センターで
は初めてサマーフェスタを開催するなどして好評を博したほか、新型コロナウイルスの収束に伴う外出自粛傾向の解消により、3施設の来館者が増加し
たことから、目標値を達成した。

評価 理　　　　由　　　　等

県立歴史博物館・県立先哲史料館・県立埋蔵文化財セ
ンターの利用者数（万人）

③ H26 10.1 14.2

年度 基準値



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

③

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（５年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁

○令和5年度第2回文化財保護審議会（R5.12）
・「おおいた文化財ずかん」は、検索機能等の機能充実を進めてほしい。また、関係機関や県内
市町村のデジタル・アーカイブとも連携していただきたい。

①

・R5年度は、新たに3件の文化財（美術工芸品）を大分県指定文化財に
指定し、地域の文化財保存を進めた。
・県内の遺跡の発掘調査（下郡遺跡群等）を行い、記録保存に向けて遺
物の収集や測量などを行った。

①②
③

活かして守る大分の文化財保護推進事業 80.0 346

先哲史料活用推進事業 318.3 346

②

・佐伯市で、地域の宝ウォーキングを開催した結果、当日は36人が参加
し、佐伯市城下町の文化財を巡り、文化財保護への理解を深めるととも
に関心を高めた。
・先哲史料館において、秋季企画展「大友文書の世界」を開催し、中世
の大分県域を支配した大友氏に宛てられた手紙を多数展示し、大友氏
の魅力や歴史的意義を広く発信した。
・歴史博物館において、特別展「竹ものがたり」を開催し、竹産業が豊か
に根付いたおおいたの地で、日本をはじめアジア諸国で使用された竹
製品や芸術作品、美術作品等幅広く紹介することで、暮らしや芸術など
様々な場面で親しまれてきた竹の魅力を発信した。
・埋蔵文化財センターにおいて、初めてサマーフェスタを開催するなどし
て好評を博した。

③

・文化財をデジタル・アーカイブ化した「おおいた文化財ずかん」を作成し
たことで、身近に触れることができるようになった。（R5年度末時点累計
公開数:約950点）
・「子ども学芸員」体験に参加した6校のうち3校においてモデル的な取組
として、市町村と連携し、地元の資料館などで展示を行った。

総合評価 施策展開の具体的内容

Ｂ
・市町村の地域計画作成を支援し、R3.3に策定した「大分県文化財保存活用大綱」の基本理念「地域とともに活かして守る大分の文化財」の実現を図る。
・文化財のデジタル化を推進し、いつでも・誰でも・どこからでも文化財を見ることができる体制を構築する。
・小学校での地域学習や特別支援学校での出張展示等を実施し、こどもたちが文化財の多彩な魅力に触れる取組を行う。
・映像記録の作成や連絡協議会・研修会を開催することで、民俗文化財の活用・継承を推進する。


